
農業生産におけるリスク管理措置の導入・普及推進
【消費・安全対策交付金 ２，０４８（２，０９６）百万円の内数】

対策のポイント
食品の安全性等を向上し、消費者の信頼を確保するため、高度な取組内

容を含む農業生産工程管理（ＧＡＰ）の普及を推進するとともに、コメ中

のカドミウムの国内基準値改正に対応した、リスク管理措置の導入を進め

ます。

＜背景／課題＞

・食品の安全性等を向上し、消費者の信頼を確保するためには、高度な取組内容を

含む「農業生産工程管理（ＧＡＰ）の共通基盤に関するガイドライン（以下、ガ

イドライン）」に則した取組を行うことが必要。

・また、食品衛生法に基づくコメ中のカドミウムの国内基準値改正に対応したリス

ク管理措置を導入し、安全な農産物の供給体制を確立する必要がある。

政策目標

○ＧＡＰ導入産地 3,000産地（27年度）

○ガイドラインに則したＧＡＰ導入産地 1,600産地（27年度）

＜主な内容＞

１. 食品の安全性等を向上し、消費者の信頼を確保するＧＡＰの導入支援

ガイドラインに則したＧＡＰの導入を進めるため、普及組織を対象とした指導

者の育成や、普及組織による産地への指導、産地での研修会の開催や取組に必要

な分析、実証等を支援します。

２．農作物中のカドミウム濃度の低減

安全な農産物の産地供給体制の確立を図るため、農作物のカドミウム濃度の低

減を目的とした戦略策定及び水田における植物浄化技術やカドミウム低吸収性イ

ネの導入・普及推進を支援します。

交付率：定額（10／10）、定額（１／２以内）

事業実施主体：地方公共団体、協議会、農業者団体、民間団体等

お問い合わせ先：

１の事業 生産局技術普及課 （０３－３５９３－６４９７）

２の事業 生産局農業環境対策課（０３－３５０２－５９５６）

［平成26年度予算の概要］


